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妹背牛町長

田中　一典

　

 

国
の
令
和
６
年
度
予
算
は
、
昨
年

度
に
次
い
で
過
去
２
番
目
に
大
き
い

１
１
２
兆
５
，
７
１
７
億
円
を
計
上
、

特
に
、
令
和
６
年
度
地
方
財
政
対
策
で

は
、
自
治
体
に
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
が
、
出
口
ベ
ー
ス
で
１
．
７
％
増
の

１
８
．
７
兆
円
と
６
年
連
続
で
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
地
方
交
付
税
が
、
歳
入
全
体
の

多
く
を
占
め
る
本
町
に
と
っ
て
は
、
財

政
運
営
に
直
接
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
注
視
す
べ
き
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
の
令
和
６
年
度
一
般
会
計
予
算

で
は
、
令
和
２
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
「
第
９
次
妹
背
牛
町
総
合
振
興
計
画
」

に
お
け
る
「
小
さ
な
ま
ち
か
ら　

広
が

る
つ
な
が
り　

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち　

も
せ
う
し
」
を
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ

と
し
て
、
移
住
定
住
対
策
や
子
育
て
支

援
に
重
点
を
置
い
た
施
策
を
中
心
に
、

新
た
な
時
代
に
向
け
て
将
来
を
見
据
え

た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
暮
ら
し
を
守
る
こ
と

を
最
優
先
に
、
私
自
身
が
先
頭
に
立
っ

て
、
山
積
す
る
課
題
に
全
力
で
取
り
組

み
な
が
ら
町
政
執
行
に
あ
た
っ
て
い
く

決
意
で
あ
り
ま
す
。

は
じ
め
に

町政執行方針の全文はこちら

農
業
振
興

令和６年度

町政執行方針（要旨）

　

全
農
家
を
対
象
と
し
た
低
コ
ス
ト
生
産
に

向
け
た
土
壌
診
断
に
対
す
る
助
成
を
行
い
、

適
正
施
肥
に
よ
る
品
質
・
収
量
の
向
上
と
施

肥
設
計
の
見
直
し
に
よ
る
肥
料
コ
ス
ト
の
低

減
に
資
す
る
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
米
穀
乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
は
、
色

彩
選
別
機
増
設
等
の
効
果
で
米
品
質
の
均
一

化
が
図
ら
れ
、
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
が
、

そ
の
他
の
機
械
の
老
朽
化
に
よ
り
集
荷
体
制

に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、乾
燥
機
の
燃
焼
バ
ー
ナ
ー

の
機
能
増
強
を
行
い
、
体
制
強
化
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

良
質
・
良
食
味
米
の
安
定
生
産

～活力活力と賑わい賑わいあふれる産業のまちづくり～

農
作
業
の
省
力
・
省
人
化
の
推
進

　

Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ
研
究
会
で
は
、
町
の
助
成
を
受

け
Ｒ
Ｔ
Ｋ-

Ｇ
Ｐ
Ｓ
自
動
操
舵
シ
ス
テ
ム
の

普
及
リ
ー
ス
事
業
を
展
開
し
、
農
家
の
約
半

数
の
方
が
導
入
さ
れ
、
会
員
数
も
８
０
人
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
研
究
会
を
通
し
て
、
省
力
・
省
人

化
に
向
け
た
有
効
な
技
術
、
ド
ロ
ー
ン
や
人

工
衛
星
を
使
用
し
た
生
育
分
析
に
よ
る
可
変

施
肥
や
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
施
肥
の
有
効
性
な
ど

の
検
証
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

活
力
あ
る
農
村
づ
く
り
及
び

担
い
手
の
育
成
・
確
保

有
害
鳥
獣
対
策

　

エ
ゾ
シ
カ
、
カ
ラ
ス
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど

に
よ
る
農
作
物
被
害
等
を
防
止
す
る
た
め
、

今
後
も
関
係
機
関
・
団
体
等
と
連
携
し
な
が

ら
駆
除
体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、近
年
、熊
の
出
没
が
相
次
い
で
お
り
、

警
察
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
農
家

F
A
X
や
看
板
等
で
周
知
し
、
被
害
防
止
に

向
け
て
取
り
組
む
と
と
も
に
、
新
た
に
猟
銃

免
許
等
取
得
更
新
費
用
の
助
成
を
創
設
し
、

資
格
の
取
得
や
更
新
費
用
の
一
部
助
成
を
行

い
、
有
害
鳥
獣
駆
除
に
欠
か
せ
な
い
狩
猟
者

の
育
成
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

北
空
知
農
業
後
継
者
対
策
育
成
支
援
協
議

会
に
よ
る
若
手
農
業
者
の
研
修
等
へ
の
参
加

促
進
、
北
海
道
農
業
担
い
手
育
成
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
新
規
就
農
者
フ
ェ
ア
へ
の
参
加
を
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
新
規
就
農
経
営
安
定
助
成

金
を
創
設
し
、
新
規
就
農
者
の
就
農
時
の
経

営
安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
将
来
の
地
域
農

業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
よ
う
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
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移
住
定
住
の
促
進

観
光
の
振
興

　
妹
背
牛
温
泉
ペ
ペ
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
は
サ
ウ
ナ
を
充
実
し
、

左
右
で
趣
の
異
な
る
浴
室
を
男
女
入
替
制
に
て
行

い
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
町
内
外
の
方
々
に
愛
さ
れ
る
温
泉
を
め
ざ
し
運

営
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
遊
水
公
園
う
ら
ら
、
カ
ー
リ
ン
グ
ホ
ー
ル
、
妹
背

牛
温
泉
ペ
ペ
ル
を
観
光
資
源
の
核
と
し
た
中
で
、
本

町
の
魅
力
を
発
信
し
、
観
光
客
や
交
流
人
口
の
増
加

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
町
の
応
援
大
使
で
あ
り
ま
す
山

下
彩
耶
さ
ん
や
女
子
カ
ー
リ
ン
グ
チ
ー
ム

「
F
O
R
T
I
U
S
（
フ
ォ
ル
テ
ィ
ウ
ス
）」
を
通
し

て
、
本
町
に
関
す
る
様
々
な
発
信
を
し
て
い
た
だ
く

な
ど
、
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
や
移
住
施
策
の
Ｐ
Ｒ
と

も
リ
ン
ク
し
た
観
光
に
つ
な
が
る
よ
う
な
取
組
み

を
積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

商
工
業
の
振
興

　

移
住
定
住
対
策
と
し
て
、
土
地
購
入
・

住
宅
新
築
・
中
古
住
宅
購
入
に
係
る
支

援
事
業
、
及
び
町
外
か
ら
の
転
入
者
へ

の
引
越
し
助
成
や
民
間
賃
貸
住
宅
入
居

者
へ
の
家
賃
助
成
を
昨
年
に
引
き
続
き

行
い
ま
す
。

　

住
宅
新
築
・
中
古
住
宅
の
購
入
に
係

る
助
成
は
資
材
費
等
の
高
騰
に
よ
る
影

響
も
あ
る
こ
と
か
ら
助
成
額
を
増
額
す

る
と
と
も
に
、
中
古
住
宅
に
つ
き
ま
し

て
は
、
助
成
要
件
の
拡
充
と
し
て
賃
貸

物
件
、
民
泊
等
で
活
用
す
る
場
合
も
助

成
の
対
象
と
し
ま
す
。

　

移
住
定
住
促
進
に
必
要
な
住
環
境
整

備
と
し
て
、
町
内
に
賃
貸
住
宅
を
建
設

す
る
事
業
者
に
対
し
て
の
補
助
を
昨
年

に
引
き
続
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

空
き
家
対
策

　

令
和
５
年
度
に
「
空
き
家
等
対

策
計
画
」
を
改
定
し
、
空
き
家
等

の
実
態
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、

管
理
・
利
活
用
に
関
す
る
事
項
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
急
速
に
進
む
人
口
減

少
に
伴
い
、
年
々
空
き
家
が
増
加

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

活
用
が
困
難
な
空
き
家
の
除
却

に
対
し
て
は
、
住
宅
等
撤
去
費
助

成
事
業
を
継
続
し
、
活
用
が
可
能

な
空
き
家
は
地
域
資
源
と
し
て
利

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
移
住
・

定
住
を
促
進
す
る
た
め
、
中
古
住

宅
購
入
支
援
事
業
の
助
成
内
容
を

拡
充
し
、
空
き
家
等
の
抑
制
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
け
る
商
工
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
人
口
減
少
に
よ
る
購
買
力
の
低

下
な
ど
で
苦
し
い
経
営
状
況
が
続
い
て

お
り
、
引
き
続
き
商
工
振
興
を
図
る
取

り
組
み
が
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

資
金
融
資
保
証
料
の
補
給
支
援
、
小

売
店
舗
等
設
備
支
援
事
業
を
継
続
し
、

商
工
会
事
業
の
住
宅
等
リ
フ
ォ
ー
ム
助

成
事
業
、
お
買
い
物
お
も
て
な
し
タ
ク

シ
ー
助
成
事
業
、
モ
ス
ピ
ー
カ
ー
ド
の

ポ
イ
ン
ト
贈
呈
支
援
、
さ
ら
に
は
新
規

起
業
（
創
業
）
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も

継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
商
工
会
と
の
連
携
の
も
と
、

地
域
活
性
化
に
結
び
つ
く
事
業
展
開
に

対
し
、
町
と
し
て
も
積
極
的
に
支
援
を

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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～安心して暮らせる福祉福祉と健康健康のまちづくり～

高齢者福祉、介護サービスの充実

　介護予防・総合事業の充実や地域の包括的なケアシ
ステムの構築に向けて、「支える側」「支えられる側」
という関係を超えた「重層的支援体制整備事業」が令
和３年度よりスタートしており、本年もさらなる包括
的相談支援体制の構築を図ってまいります。
　また、交通費助成事業や外出支援サービス事業、配
食サービス事業、水道料金及び灯油等の暖房用燃料費
の一部助成と緊急通報システムの設置も継続。さらに
ペペル温泉のリニューアルに伴い、７０歳以上を対象
とした入館料助成事業を新たに実施してまいります。

児 童福祉、子育て支援の充実

　少子化が進む中、妊娠を希望する方が安心して不妊
治療を受けられるよう、経済的支援として、令和５年
度より不妊治療費助成の拡充を図り、健康保険適用外
となっている先進医療の助成を開始したところです。
　令和６年度からは「ようこそ赤ちゃん事業」として、
新たに妊娠判定のための初回産科受診費用の助成を開
始するほか、妊娠・出産および産後健診のための交通
費の助成を拡充いたします。これに伴い、妊娠・出産
に係る助成金、お祝い金の申請窓口を健康福祉課に一
本化し、対象となる方の利便性向上を図ります。

健 康づくり・医療の充実

　町民一人一人が若いうちから自分の体の状態を知
り、いきいきと暮らすことができるよう、食生活、運動、
禁煙、こころの健康づくり等の分野ごとに対策に取り
組んでまいります。
　さらに、近年、社会経済状況の格差が健康をも左右
してしまう「健康格差」の問題や、孤独や孤立に由来
する健康問題が地域で深刻化しており、全国的には自
殺死亡率も増加しています。
　町では生き心地の良い妹背牛町をめざして、今後も
包括的な支援を各課連携のもと推進してまいります。

地 域福祉、心身障がい者福祉の充実

　令和５年度に策定した「地域福祉計画」をはじめ、
社会福祉協議会の「地域福祉実践計画」や各福祉計画
と整合性を図り、地域福祉の推進に努めてまいります。
　また、就労継続支援事業所の「アグリーン妹背牛」と、
相談支援事業所の「ジェミニ」さらにはグループホー
ム「夢の杜」とも連携し、障がいへの理解と啓発に取
り組み、障がい者の方が安心して暮らせるまちづくり
をめざすとともに、地域社会で自立した生活ができる
よう、各種福祉サービスの適切な提供と社会参加の促
進に努めてまいります。

６つの

Point

国民健康保険事業について

　平成３０年からスタートした都道府県単位化によ
り、医療費の変動による急激な保険料の増減は緩和さ
れることになりましたが、統一保険料に向けた応能・
応益賦課割合の見直しは、今後の課題でもあります。
令和４年度に策定した見直し方針に基づき、令和１２
年度に向け段階的・計画的に取り組みを進めてまいり
ます。
　令和６年度の国民健康保険料率については、所得な
どの確定後に国民健康保険運営協議会でご審議いただ
き、改めてご提案申し上げたいと考えております。

　本年度から、３年（令和６～８年度）を計画期間
とした「第９次介護保険事業計画」がスタートいた
します。
　今後も住み慣れた妹背牛町で、いつまでも健康的で
自立した生活を送ることができるよう、支え合う地域
づくり、介護予防と生活支援の推進、地域包括ケア体
制の確保、安全・安心な環境づくり、認知症施策の推
進を基本方針に取り組みを進めてまいります。
　なお、介護保険料については、基準額を「第８次介
護保険事業計画」と同額に据え置く予定としています。

介護保険事業について
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～安全で生活しやすい快適なまちづくり～～安全で生活しやすい快適なまちづくり～

環境衛生
　本町では、資源リサイクルによる循環型社会を構
築するため、ゴミの分別・資源化に取り組んでいます。
限りある資源の有効活用を図り、生活環境の保全及
び公衆衛生の向上に努めてまいります。
　また、パソコンのイベント回収や乾電池の拠点回
収、町内会等が実施する衛生週間活動の無料ごみ回
収等を実施。地球温暖化対策として「妹背牛町ゼロ
カーボンシティ宣言」を表明しており、省エネルギー
化や再生可能エネルギー設備の導入など様々な取り
組みを進めてまいります。

上下水道等の充実
　簡易水道事業は、生活基盤近代化事業を利用した
配水池の耐震化事業を令和５年度から引き続き取り
組み、本年度から２年をかけて耐震化工事に着手し
ます。
　農業集落排水事業は、安全で快適な下水道サービ
スを持続的・安定的に供給するため、経営改善に努
めるとともに中長期的な更新計画に基づき、適正な
時期の更新を行ってまいります。個別排水処理施設
については、今後も農業用水域の保全に努め、健全
な事業運営を行ってまいります。

住宅施策
　現在管理しております町営住宅は、公営住宅１６４
戸、特定公共賃貸住宅４戸、地域優良賃貸住宅２戸、
単身勤労者住宅８戸、勤労者住宅４戸の計１８２戸
となっております。
　平成２８年度に策定しました公営住宅等長寿命化
計画に基づき、現在は稲穂団地の建替え事業を進め
ており、本年度につきましては稲穂団地Ｆ棟の実施
設計を予定しているところであります。
　今後も入居需要を見極めつつ、住宅使用料の収納
率向上に努めてまいります。

消防・救急の充実
　深川市・妹背牛町・秩父別町の１市２町における
１１９番通報受付業務の一元化と合わせて導入した

「高機能消防指令システム」及び「統合型位置情報通
知システム」により、通報者の位置情報や災害地点
を速やかに特定し、現場への到着時間短縮につながっ
ております。
　本年度は、経年劣化により更新が必要な「消防ポ
ンプ自動車」に代わり、小型動力ポンプを積載した「多
目的積載車」を導入するなど、装備の充実に努めて
まいります。

７７つの柱

防災・治水の充実

　令和６年度は、町内全域を対象と
した防災行政無線同報系システムの
導入により、希望する各戸に戸別受
信機を配置、あわせてスマートフォ
ン等への情報配信手段の拡充を行
い、緊急時における即時情報の発信
体制を整備し、引き続き住民参加型
の防災訓練の実施などに加え、情報
伝達訓練により、さらなるまちの防
災体制の充実に努めてまいります。
　治水対策は、芽生川と６丁目半集
水路の浚渫工事を実施し、普通河川
の計画的な維持管理に努めてまいり
ます。

交通安全・防犯活動の充実

　本町の交通事故死ゼロの継続日数
は、昨年９月に「２，０００日」を
達成いたしました。「ながら運転の
防止」・「飲酒運転根絶」に向けた啓
発事業を推進するなど、引き続き交
通事故死ゼロの町をめざします。
　防犯活動につきましては、特に高
齢者を標的とした特殊詐欺での被害
が全国的に後をたたず、町内では予
兆案件が発生しております。
　新年度も、住民を事故や犯罪から
守るため、関係機関・団体との連携
を強化し、「安全で安心な地域づく
り」に努めてまいります。

道路、雪対策の充実

　町道の整備につきましては、今後
も計画的な町道の機能回復を図ると
ともに、道路交通網の適正な維持管
理と維持補修に努めてまいります。
　また、橋梁につきましては、桜川
橋、川１線橋、中学校橋の３橋の修
繕を行います。予防的な修繕により
橋梁の長寿命化を図りつつ、維持管
理を適正に進めてまいります。
　冬期間の除排雪対策については、
生活道路の安全確保や緊急車両の通
行確保に努めるなど、今後も効率的
な除排雪が実施されるよう業務を遂
行してまいります。

5
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妹背牛町教育委員会　教育長

　
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
転
換
期

を
迎
え
、
ま
た
、
猛
暑
に
見
舞
わ
れ

る
中
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
多
方
面

か
ら
お
力
添
え
い
た
だ
い
た
皆
様
に

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
近
年
、
価
値
観
の
多
様
化
、
デ
ジ

タ
ル
化
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
な

ど
、
将
来
の
予
測
が
困
難
な
時
代
が

到
来
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
時
代
背
景
に
お
い
て

も
、
子
ど
も
た
ち
が
多
様
な
人
々
と

の
関
わ
り
を
通
し
て
、
自
分
と
他
者

の
大
切
さ
を
認
め
る
こ
と
で
、
自
分

の
良
さ
や
可
能
性
に
気
付
き
、
主
体

は
じ
め
に

廣澤　勉

的
に
取
り
組
む
態
度
や
行
動
力
を
身

に
つ
け
る
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
加
え
て
、
互
い
の
個
性
や
多
様
性

を
認
め
合
い
、
視
野
を
広
げ
る
こ
と

で
、
新
た
な
価
値
を
創
造
す
る
力
を

育
み
、
持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手

と
な
る
子
ど
も
た
ち
を
育
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
学

校
と
地
域
、
保
護
者
が
目
指
す
子
ど

も
像
や
理
念
を
共
有
し
、
共
に
子
ど

も
た
ち
を
支
え
育
む
中
で
、
学
び
を

通
し
た
人
々
の
関
わ
り
が
、
よ
り
良

い
ま
ち
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
、
人

も
社
会
も
豊
か
に
な
る
よ
う
な
教
育

の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

確
か
な
学
力
の
育
成

　

小
学
校
で
は
、
二
学
期
制
に
移
行
し
二
年

目
と
な
る
の
で
、
行
事
の
配
置
及
び
準
備
期

間
の
保
証
、
余
裕
を
持
っ
た
日
程
の
設
定
を

よ
り
一
層
吟
味
し
、
子
ど
も
た
ち
が
学
習
に

じ
っ
く
り
と
向
き
合
う
こ
と
で
、
基
礎
的
・

基
本
的
な
学
習
内
容
の
定
着
と
学
習
意
欲
の

向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
自
主
的
・
自
律
的
な
学
習

態
度
の
育
成
と
学
習
習
慣
の
定
着
、
基
礎
的
・

基
本
的
な
知
識
技
能
の
習
得
を
実
現
す
る
た

め
の
学
習
指
導
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

豊
か
な
心
の
育
成

　
自
立
的
・
主
体
的
に
改
善
が
図
れ
る
よ
う
、

自
身
の
生
活
・
学
習
習
慣
を
見
つ
め
直
す
態

度
の
涵か
ん
よ
う養
と
、
将
来
の
社
会
生
活
を
送
る
の

に
必
要
な
行
動
の
大
切
さ
を
理
解
・
実
践
す

る
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

　

道
徳
的
な
実
践
力
を
高
め
る
道
徳
授
業
の

充
実
を
図
り
、
夢
や
目
標
に
挑
戦
す
る
た
く

ま
し
さ
、
人
や
社
会
と
協
調
し
て
生
き
る
し

な
や
か
さ
な
ど
、「
豊
か
な
心
」
を
育
む
教
育

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
の
仕
組
み
や
役
割
を
子
ど
も
の
う
ち

か
ら
知
る
こ
と
で
、
将
来
に
お
い
て
自
分
で

判
断
・
行
動
す
る
力
が
備
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
な
ど
、
外
部
の

専
門
性
を
有
す
る
人
材
も
積
極
的
に
活
用
し
、

子
ど
も
た
ち
に
多
様
な
考
え
方
や
も
の
の
見

方
を
養
う
教
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

い
じ
め
に
関
し
て
は
、
学
校
・
地
域
・
家

庭
に
お
い
て
兆
し
や
変
化
を
見
逃
さ
な
い
よ

う
早
期
発
見
に
努
め
、
子
ど
も
た
ち
に
対
し

「
い
じ
め
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
」
と
い
う
意

識
を
し
っ
か
り
と
浸
透
さ
せ
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
の
こ
こ
ろ
の
問
題
に

丁
寧
に
対
応
す
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
招
聘
と
巡
回
相
談
に
よ
る
教
育
相
談
な
ど
、

個
に
寄
り
添
っ
た
対
応
の
充
実
と
情
報
共
有

の
徹
底
を
継
続
し
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
教
育
の
充
実

学
校
教
育
の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き

て
い
く
た
め
に
必
要
と
な
る
資
質
・
能
力
を

発
達
段
階
に
応
じ
て
、
確
実
に
身
に
つ
け
さ

せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
・
内

容
を
踏
ま
え
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
」
の
視
点
に
基
づ
く
授
業
改
善
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
効
果
的
な
活
用
を
図
り
「
個
別
最
適
な
学

び
」
や
「
協
働
的
な
学
び
」
の
充
実
に
努
め
、

小
中
の
系
統
性
・
連
続
性
を
踏
ま
え
た
学
力

保
障
の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令和６年度

教育行政執行方針（要旨）

教育行政執行方針の全文はこちら
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近
年
、
子
ど
も
た
ち
の
体
力
が
低
下

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
各

学
校
に
お
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
個
々

の
生
活
実
態
の
把
握
に
努
め
、
家
庭
と

の
連
携
も
含
め
、
望
ま
し
い
生
活
習
慣

の
確
立
の
一
助
と
な
る
よ
う
、「
新
体
力

テ
ス
ト
」
や
「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、

運
動
習
慣
等
調
査
」
の
調
査
分
析
に
基

づ
き
、
運
動
習
慣
の
確
立
や
体
力
向
上

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
中
学
校
で
は
、
感
染
症
の

拡
大
、
暑
さ
も
含
め
た
各
種
災
害
へ
の

対
策
等
、
生
徒
が
自
ら
危
険
を
回
避
す

る
能
力
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。

健
や
か
な
身
体
の
育
成

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

　

家
庭
と
学
校
の
認
識
や
対
応
が
相
反

す
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
を
中
心
と

し
て
連
帯
を
深
め
、
相
乗
効
果
を
生
み

出
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
教
育
活
動
の

発
信
や
き
め
細
か
な
連
携
の
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

に
関
し
て
は
、
学
校
の
成
果
と
課
題
を

よ
り
明
確
に
し
、
教
育
活
動
を
評
価
す

る
こ
と
で
地
域
の
声
を
積
極
的
に
生
か

し
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
て
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

社
会
的
な
自
立
や
社
会
参
加
に
つ
な

が
る
「
生
き
る
力
」
を
養
う
た
め
、
子

ど
も
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に

応
じ
た
指
導
計
画
・
指
導
法
を
創
意
工

夫
し
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

全
教
職
員
の
共
通
理
解
に
立
っ
た
特

別
支
援
教
育
体
制
を
確
立
し
、
さ
ら
に

は
、
困
り
感
を
抱
え
る
児
童
生
徒
に
対

す
る
通
級
指
導
教
室
の
役
割
も
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
学
校
全

体
で
指
導
体
制
の
工
夫
・
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

特
別
支
援
教
育
・

通
級
指
導
の
充
実

　
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
充
実
の
た
め
、

ま
た
、
教
職
員
の
健
康
が
教
育
活
動
の

質
的
向
上
に
つ
な
が
り
、
働
き
が
い
を

高
め
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
、「
働
き
方

改
革
」
の
取
り
組
み
と
し
て
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
有
効
活
用
」
や
「
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
導
入
」
な
ど
に
つ
い
て
、
教
育
委
員

会
と
し
て
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
」

に
お
い
て
は
、
支
援
可
能
な
人
材
発
掘

を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
教
育
力
の
活

用
に
つ
い
て
も
協
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。

学
校
に
お
け
る
働
き
方

改
革
の
取
組

　
「
小
中
一
貫
教
育
」
に
関
し
て
は
、
９
年
間
を
通
じ

た
教
育
課
程
の
編
成
や
学
力
向
上
改
善
策
な
ど
に
つ

い
て
調
査
・
研
究
を
行
い
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

導
入
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
「
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
」
に
関
し
て
は
、

国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
本
年
度
の
設
置
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
「
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
」
に
関
し
て
は
、

北
空
知
圏
域
に
お
い
て
現
状
の
把
握
や
共
通
課
題
な

ど
を
確
認
し
、
協
議
・
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　町民一人ひとりの自主的な学習や町民相互の
学習活動・地域活動は、地域の連帯や教育力を高
め、豊かな暮らしを支える基盤となるものです。
　多くの町民が参加できる多様な学習機会や、そ
の学習成果を生かすことができる環境の提供な
ど、各種事業を推進してまいります。

社会教育の推進社会教育の推進 分野 事業名 内容

社
会
教
育
事
業

「赤ちゃんふれ愛ブック」
「ブックスタート」

幼少期から絵本にふれてもらうことで、家族のコミュニ
ケーションや、子どもの感受性を育む支援をします。

「ぼくたちわたしたち体験隊」
「チャレンジワールド」

非日常の体験を通して、子どもたちの感性を刺激するとと
もに忍耐力・協調性・自立性を養うための学習機会を提供
します。

「国際文化ふれあい事業」 全町民を対象に、外国の方と楽しみながら異文化にふれる
ことで、国際交流を促進します。

「親子でチャレンジ」（新規事業）休日に親子で参加できる体験場面を提供し、交流を通じて
相互親睦を深めてまいります。

芸
術
文
化
事
業

芸術鑑賞会 学校で演目・劇団を選定し、町民も含めた中で豊か
な心を養う芸術を鑑賞できる機会を提供します。

「タッチ・ザ・アート」
本物の芸術にふれる機会や趣味活動の枠を広げる学
習機会を提供し、芸術への関心、ものづくりへの興
味を高めます。

「文化講演会」 普段聞くことのできない様々な分野で活躍されてい
る方を講師に招き、講演会を開催します。

社
会
体
育
事
業

「のびのびスイミングスクール」小学生が対象。夏休み中に基礎体力の向上を目指し
ます。

「足腰鍛え隊」「町民登山」 景観を楽しみながら健康増進を図る場を提供します。

「L e t ’s スポーツ」 全年齢を対象に身近なスポーツに慣れ親しみ、体力
づくりと健康増進の一助となる機会を提供します。

「親子カーリング教室」

北空知を対象に広く参加募集。妹背牛町応援大使の
女子カーリングチーム「フォルティウス」のメンバー
からの直接指導によって楽しさを知ってもらい、カー
リングをはじめるきっかけへとつなげます。

　
本
町
の
教
育
行
政
課
題
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歳入
44 億 8 千 6 百万円

依依
存存

財財

源源

交付金など　
1 億 3 千 582 万円
国に納めた税金の一部が
一定のルールで交付されます

財財
源源

自自主主

町債　
6 億 9 千 190 万円
建設工事など金額の大きな事
業を行う時に借り入れします

国・道支出金　
6 億 5 千 909 万円
道路や公営住宅の建設に伴う補助金、
扶助費に伴う負担金など

地方交付税　地方交付税　
18 億 9 千 900 万円18 億 9 千 900 万円　　標準的な財政規模を定め、　　　　　　　標準的な財政規模を定め、　　　　　　　

不足するお金が国から交付されます不足するお金が国から交付されます

使用料及び手数料
5 千 994 万円
公営住宅料など

繰入金
3 億 7 千 853 万円
公債費の支払いなどを
基金で補います

諸収入
3 千 930 万円
さまざまな事業の実費
負担金など

町税
2 億 8 千 685 万円
住民税、固定資産税など

その他の収入
3 億 3 千 557 万円

歳入
令和６年度

妹背牛町の予算予算

予
算
総
額　

65
億
５
千
８
百
39
万
１
千
円

一般会計

44 億 8 千 6 百万円

各　  会  　計　  予　  算　  額　　（単位　千円・％）

会  　　  計  　  　別 本  年  度  予  算 前 年 度 と の 比 率

一　　 般　 　会　 　計 4,486,000   △ 9.4

特　
別　
会　
計

国　民　健　康　保　険 504,000 △ 0.4

後  期  高  齢  者  医  療 72,617 8.3
介 護 保 険  

（ 保 険 事 業 勘 定 ） 404,261 1.7
介 護 保 険

（ サ ー ビ ス 事 業 勘 定 ） 465,044 3.5

簡 易 水 道 事 業 0 皆減

農 業 集 落 排 水 事 業 0 皆減

 小       　　計 1,445,922 △ 18.8

企 

業 

会 

計

簡 易 水 道 事 業 252,242 皆増

農 業 集 落 排 水 事 業 374,227 皆増

小   　　　 計 626,469 皆増

   合　            　計 6,558,391 △ 2.6
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歳出

土木費　
7 億 1 千 580 万円
道路維持補修、除雪、公営住
宅管理など

歳出
44 億 8 千 6 百万円

職員費　
5 億 7 千 526 万円
職員の給与など

公債費　
4 億 7 千 899 万円
町債（借金）の返済

民生費　
3 億 9 千 184 万円
福祉事業、保育所運営など

諸支出金　
4 億 3 千 404 万円
特別会計への繰出金

農林水産業費　
　2 億 3 千 77 万円
農地、農道整備など

衛生費　
2 億 6 千 548 万円
健康づくり、ごみ処理など

総務費　
8 億 4 千 478 万円
庁舎管理、選挙など

教育費　教育費　
2 億 3 千 541 万円2 億 3 千 541 万円
小・中学校の管理、社会教育小・中学校の管理、社会教育
事業など事業など

消防費　消防費　
2 億 1 千 201 万円2 億 1 千 201 万円
消防活動、救急活動など消防活動、救急活動など

その他　
1 億 162 万円
商工振興、議会運営など

令和６年度
妹背牛町の予算

町民１人あたり
1,708,302 円

民生費　民生費　
149,214 円149,214 円

農林水産業費　農林水産業費　
87,879 円87,879 円

衛生費　衛生費　
101,098 円101,098 円

総務費　総務費　
321,698 円321,698 円

教育費　
89,647 円

消防費　
80,736 円

その他　その他　
605,448 円605,448 円

土木費　土木費　
272,582 円272,582 円

⇒
町民１人あたりに　　　　　換算すると？

　

概
ね
財
政
健
全
化

　

町
全
体
で
の
地
方
債
残
高

は
、
ピ
ー
ク
時
の
86
億
円
か

ら
、
令
和
４
年
度
末
で
は

49
億
７
千
８
百
万
円
ま
で
減
少

し
、
概
ね
財
政
健
全
化
は
保
た

れ
て
お
り
ま
す
。

　

町
税
は
２
．
９
％
の
増
額

　

歳
入
の
町
税
は
、
温
泉
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
よ
る
入
湯
税

の
見
込
み
増
に
よ
り
前
年
度
比

８
１
７
万
７
千
円
（
２
．
９
％
）

の
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
は
３
億
円
台

　

寄
附
金
は
、
ふ
る
さ
と
妹
背

牛
応
援
寄
附
金
を
前
年
度
比

４
千
万
円
増
の
３
億
２
千
万
円
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
寄
附
金
を
前

年
と
同
額
の
４
百
万
円
を
計
上

し
て
お
り
ま
す
。

　
２
特
別
会
計
が
企
業
会
計
に

　

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
、
農

業
集
落
排
水
事
業
の
２
特
別
会

計
が
、
企
業
会
計
に
移
行
し
ま

し
た
。

予算の Point
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令和６年度主な事業

・定住化等対策助成（住宅新築支援事業外 13 事業）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,635 万 6 千円
　住宅新築支援は、「工事代金の 1/10 まで上限 100 万円」から「1/5 まで上限 200 万円」へ、中古住宅購入支援では、

売買価格及び改修費用の「1/10 まで上限 50 万円」から「1/5 まで上限 100 万円」に拡充しており、さらに全事業で

一部商品券により助成していたものを全て現金助成へ変更しております。

・定住促進賃貸住宅建設事業助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                            3,700 万円
　1 区みどり町内の温泉ぺぺル近くに建設予定の２棟 12 戸分の建設費に係る助成。

・福祉施設公共施設群 MG 概略設計委託　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                         1,100 万円
　脱炭素社会の実現に向けて、令和 8 年度に診療所や老人保健施設が隣接している福祉施設群への太陽光発電設備等

の導入を目指すためのﾏｲｸﾛｸﾞﾘｯﾄﾞ基本設計委託料。

・温泉 PR 広告料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                                           495 万円
　リニューアルオープンする妹背牛温泉ペペルのＰＲとして、温泉の魅力、目玉のサウナを紹介するテレビＣＭや

YouTube などへの広告料。

・地域おこし協力隊活動費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                     3,161 万 4 千円
　新たに特産品開発や販路拡大、空き家対策、ベトナム人技能実習生のサポート支援の地域おこし協力隊員３人の採用

を予定しており、計６人の活動経費として計上しています。

・総合行政・戸籍情報システム標準化対応関連　     2,166 万円　   ・公用車購入費（PHEV 車、充電設備含）　713 万 8 千円

・ふるさと妹背牛応援寄附返礼費用　       １億 4,103 万 7 千円　   ・ふるさと応援大使関連　                         57 万 2 千円

・地域活性化起業人関連　                                     660 万円　　 ・カーリングホール屋上防水工事　         1,083 万 3 千円

総務費総務費

民生費民生費

項目項目

・事業名　　　事業費

の Pick Up については事業内容も記載

このページの見方

・高齢者温泉入館料助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　420 万円
　70 歳以上を対象に、年 50 回を上限に温泉ペペルの入館料を 200 円引きにします。

・わかち愛もせうしひろば運営　                   192 万 6 千円　   ・重層的支援体制整備事業委託　                1,274 万 2 千円

・社会福祉協議会交付金                               647 万 5 千円　  ・水道料金等助成（子育て世帯・高齢者世帯）　438 万 6 千円

・児童手当　                                                 1,773 万円　   ・除雪・配食・外出・短期宿泊事業　             915 万 4 千円

・高齢者等交通費助成　                               105 万 5 千円　  ・福祉灯油助成　　　　　　　　　　                   289 万円

・屋外遊具設置工事（認定こども園妹背牛保育所）　130 万円     ・学童保育室エアコン設置工事　                 117 万 7 千円
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衛生費衛生費

・ようこそ赤ちゃん助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　249 万 7 千円
　定住対策で実施していた妊娠出産交通費助成を「2 千円× 14 回」から「17 回」に拡充。誕生祝金の継続、初回産科

受診料全額助成を新規に追加するなど拡充し、申請窓口を健康福祉課に一本化して利便性を高めています。これらの妊

娠出産支援については、一部商品券から全て現金助成へ変更しています。

・各種検診事業（予防接種含）　     1,652 万 7 千円　   　　　・各医療費助成（高校卒業までの医療費無料化等）　1,850 万円

・火葬場建設費　       　　　　　　7,706 万 3 千円　   

農林水産業費農林水産業費

・新規就農経営安定助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         50 万円
　認定新規就農者に対して「年 50 万円× 3 年」の助成を行います。

・低コスト生産対策事業助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  150 万円
　令和６年度から３年間、肥料・燃料価格の高騰による経営負担の軽減を目的に、町内の全圃場の土壌診断を実施し過

剰施肥等の見直しを図るため、北いぶき農協へ助成を行います。

・狩猟免許等取得更新費用助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　18 万 5 千円
　銃器による狩猟免許取得及び更新、銃器購入等の負担を軽減します。

・米穀乾燥調製貯蔵施設機能増強工事  4,542 万 3 千円   ・新規就農研修者住宅料助成金　                                      24 万円

・農業研修者受入農家支援事業助成金　   　    90 万円   ・多面的機能支払対策事業（農村環境保全活動）1 億 2,908 万 8 千円

・道営負担金事業　                             850 万 1 千円

商工費・土木費商工費・土木費
・商工会助成（住宅リフォーム助成等含む）  2,585 万 5 千円   ・町道除排雪委託　                                   1 億 269 万 6 千円

・河川浚渫（芽生・6 丁目半集水路）　   　  4,431 万 9 千円   ・道路照明更新工事（東 1 丁目線他 18 基）       1,301 万 3 千円     

・橋梁長寿命化修繕実施設計委託（山下橋）　       830 万円  ・農業水路補修設計委託（新千代）　　　　      1,950 万 3 千円

・農業集水路修繕工事（3 丁目集水路）　　   1,240 万 8 千円  ・水利施設等保全高度化事業（芽生排水機場）　 1,659 万 9 千円

・稲穂団地 F 棟実施設計委託　                　     1,529 万円  ・公営住宅解体工事　　　　　　　　　　　　     687 万 5 千円

・橋梁長寿命化修繕工事（川 1 線橋・桜川橋・中学校橋）　                                                               2 億 1,005 万 9 千円

・町道舗装修繕工事（東 1 丁目線）　                                                                                                         7,900 万円

消防費・教育費消防費・教育費

・防災行政無線戸別受信機等整備工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 億 167 万 3 千円
　災害時の緊急情報等の戸別受信機を各家庭に無償貸与、防災・行政情報をスマートフォンで確認できる専用アプリを

整備し、防災体制の強化を図ります。

・エアコン設置工事（小学校）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                3,533 万 8 千円
・エアコン設置工事（中学校）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                2,283 万 1 千円
　小学校の計 13 室、中学校の計 10 室にエアコンを整備し、真夏の猛暑に備え、教育環境の改善を図ります。

・学校給食費負担金　    　　　　　　　　 1,142 万 8 千円　   　　　　・トレーニングセンター配管改修工事　326 万 7 千円



　令和 5 年度 定期期監査報告
監査委員　
代表監査委員  菅原竹雄　　監査委員   小林一晃

監査期間　
令和６年２月５日から２月９日までの５日間

監査対象　
　令和５年度（令和５年１２月末現在）執行の町
長部局のうち住民グループ、健康グループ、福祉
グループ、農政グループ及び上下水道グループに
関する事務。

監査方法　
　令和５年度における事務の執行が、関係法令、
条例、規則等に基づき、公正不偏で計画的かつ効
率的に行われているかについて、定期監査資料等
の提出を求め、必要に応じて関係職員から説明を
受けながら監査を実施した。

監査結果
　監査の結果、事務事業の執行については、
おおむね適正に処理されていると認められた。
　しかし、一部の事務については、改善・検
討の必要性が見受けられ、主なものとして、
①ごみ減量化への取り組み
②ワクチン接種率の向上
③有害鳥獣対策の取り組み
など数点について指摘した。

【お問い合わせ先】
役場議会事務局  TEL0164-34-8586

13 　13 12

診 ★ 療 ★ 所 ★ 通 ★ 信診 ★ 療 ★ 所 ★ 通 ★ 信 「あなたに　“かかりつけ医”　はいますか？」

妹背牛診療所　TEL0164-32-2475

　みなさんには、ご自身やご家族の健康問題について、い
つでも気軽に相談できる“かかりつけ医”　がいますか？
　かかりつけ医とは、病気になったときや、健康に不安
があるときに、すぐになんでも相談できるいちばん身近
な医師のことです。
　医療が高度になり、専門化、細分化され、それぞれの
疾患の専門医が高度な医療を提供する時代のなか、どの
病院、どの診療科にかかればよいか誰かに相談したいこ
とも多いのではないでしょうか？
　また、初めから総合病院を受診しようとしても、紹介
状がないと受診できないという経験をされた方もいらっ
しゃるかと思います。
　妹背牛診療所では地域に根差した診療所として、町民
のみなさんのかかりつけ医であるために、健康に関して
気軽に相談できる、なんでも相談できる医療の提供を行っ
ています。

“かかりつけ医”を持ちましょう
　具体的には、からだの不調に対して、正確な診断、治
療方針を立てたり、専門的な治療が必要な状態か否かを
診断し、必要に応じて専門病院へのご紹介をさせていた
だいています。
　健康診断の結果などの相談や、薬の飲み合わせ、サプ
リメントなどの併用が問題ないかなど、ちょっと不安だ
な、相談してみたいなということでも気軽にご相談くだ
さい。
　高齢化社会の中で、医療だけでなく、介護に関する対
応も行っています。
　もの忘れや、腰痛、膝痛などで移動能力が低下した際
など、現在の生活を維持するために　介護が必要になっ
た際には、介護申請に必要な主治医意見書を記載し、医
療だけでなく介護の面からも今後の生活の相談ができる
窓口となります。
　妹背牛診療所の戸田院長は、何でも相談できる、ベテ
ランのかかりつけ医です。
　みなさんのかかりつけ医として、ぜひご相談ください。

※診療所通信は今月号で最後になります。
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を
楽
し
む
メ

ン
バ
ー
を
募
集
中
で
、
中
村
さ
ん
は

「
写
真
が
好
き
な
方
は
気
軽
に
お
声

か
け
く
だ
さ
い
」
と
、話
し
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
の

中な
か
む
ら村　
潔き
よ
しさ
ん
（
６
区
）

妹背牛の四季を
　　　　写真で楽しんで !!

フォトクラブの仲間と写真展を開催した中村さん（前列右）

V ietnam  Corner
・・・・・ベトナム　コーナー・・・・・

私の映画は妹背牛が舞台！
地域おこし協力隊

ズオン・ティ・フオン

　昨年 10 月に妹背牛町へ来て半年が過ぎました。時間の
流れは早くてあっという間です。昔、私はあの女優みた
いに素晴らしい男性と知り合えたらいいなぁと思いまし
たが、最近気づいたことがあります。
　人生は、私だけの特別な映画であり、その主人公を演
じています。
　今日も明日も向日葵のように明るくて前向きに一秒で
も満喫したいと思
います。妹背牛町
にいる期間、ここ
で出会う人たちと
映画のワンシーン
のようなステキな
時間を過ごしたい
と思っています。

　ベトナムにいた時のある日、北海道を舞台にした「目
を閉じれば夏が見える」という映画を見て、私は日本に
興味を持つようになりました。
　主人公のベトナム人女性は、幼いころに生き別れた父
親を探すために北海道の東川町へ。そこで日本人男性の
カメラマンと出会い、切ない恋に落ちました。
　映画は、自然豊かな北海道の景色とともに、国を越え
た心のつながりを伝えています。「私もこんなステキな場
所で生活したいなぁ」と思い、北海道に留学することを
決めました。
　北海道に来てからは映画に登場するような場所に足を
運び、旭岳の美しい景色や山頂に登った時の達成感は、
言葉で表せないほど感動しました。映画に出演した日本
人の陶芸家にも会い、一緒にベトナムのお正月を過ごし
た時間は私にとって忘れられないです。 映画に出演した方たちとの記念写真
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３
月
３
日
の
桃
の
節
句
を
前
に
、

認
定
こ
ど
も
園
妹
背
牛
保
育
所
は
１

日
、
園
舎
ホ
ー
ル
で
ひ
な
祭
り
会
を

開
き
ま
し
た
。
園
児
た
ち
は
、
お
だ

い
り
様
や
お
ひ
な
様
の
衣
装
に
身
を

包
み
、
う
れ
し
そ
う
な
笑
顔
を
浮
か

べ
ま
し
た
。

　
華
や
か
な
ひ
な
人
形
が
飾
ら
れ
た

ホ
ー
ル
で
、
園
児
た
ち
は
保
育
所
の

先
生
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

か
わ
い
ら
し
い
着
物
を
試
着
。
ひ
な

人
形
の
よ
う
な
姿
に
変
身
す
る
と
、

手
作
り
の
ひ
な
壇
で
記
念
の
撮
影
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

ひな祭りで変身したよ！ 保育所
お
だ
い
り
様
と
お
ひ
な
様
の
衣
装
を
着
て
、

記
念
写
真
に
納
ま
る
園
児
た
ち

　

生
徒
た
ち
が
早
く
屋
外
で
運
動

で
き
る
よ
う
に
と
、
妹
背
牛
中
学
校

を
卒
業
し
た
有
志
の
方
た
ち
が
毎

冬
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
融
雪
剤
散
布
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
続
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
４
年
目
。
３
月
14
日
に
有

志
２
人
が
来
校
し
、
教
職
員
と
と
も

に
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
に
融
雪
剤
を

積
ん
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
散
布
し
ま

し
た
。

　
作
業
終
了
後
、
同
校
は
「
雪
解
け

が
進
み
、
部
活
動
や
体
育
大
会
の
練

習
が
早
く
で
き
ま
す
」
と
感
謝
し
ま

し
た
。

融雪剤の散布 ボランティアで
中
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
融
雪
剤

の
散
布
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
様
子

　
公
共
施
設
の
環
境
整
備
に
貢
献
し

た
と
し
て
、妹
背
牛
町
は
３
月
12
日
、

屋
根
の
雪
下
ろ
し
作
業
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
行
っ
た
「
北
英
建
設
」（
札

幌
市
）
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　
同
社
は
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
で

１
月
と
２
月
の
計
２
日
、
役
場
庁
舎

裏
の
災
害
時
備
蓄
庫
や
非
常
用
発
電

設
備
棟
、
公
用
車
の
車
庫
な
ど
の
屋

根
の
雪
下
ろ
し
作
業
を
実
施
。

　
こ
の
日
は
、
同
社
の
明
石
誠
・
代

表
取
締
役
社
長
が
役
場
を
訪
れ
、
田

中
一
典
町
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取

り
ま
し
た
。

社会貢献の北英建設に感謝状
田
中
町
長
か
ら
感
謝
状
を
受
け
取
る
明
石
社
長

　
町
立
妹
背
牛
小
学
校
の
卒
業
式
が

３
月
16
日
、同
校
体
育
館
で
開
か
れ
、

卒
業
生
20
人
が
６
年
間
慣
れ
親
し
ん

だ
学
び
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　
在
校
生
や
保
護
者
た
ち
の
温
か
い

拍
手
に
包
ま
れ
る
中
、
卒
業
生
た
ち

は
力
強
い
足
取
り
で
式
典
会
場
に
入

場
。
一
人
ず
つ
名
前
を
呼
ば
れ
た
男

女
が
登
壇
し
、
新
保
秀
樹
校
長
か
ら

卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
新
保
校
長
は
「
夢
に
向
か
っ
て
未

来
の
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
幅
広
く

積
極
的
に
人
生
を
歩
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
、
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

妹背牛小学校の 20 人が卒業
新
保
校
長
か
ら
卒
業
証
書
を
受
け
取
る
卒
業
生
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北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

妹
背
牛
後
援
会
は
２
月
４
日
、
わ
か

ち
愛
も
せ
う
し
ひ
ろ
ば
で
第
６
回
通

常
総
会
を
開
き
、
応
援
バ
ス
ツ
ア
ー

や
町
内
観
戦
会
、
他
町
と
連
携
し
た

少
年
野
球
教
室
の
開
催
な
ど
を
盛
っ

た
令
和
６
年
の
事
業
計
画
案
を
採
択

し
ま
し
た
。

　
総
会
に
は
会
員
97
人
が
出
席
。
髙

橋
久
夫
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

令
和
５
年
の
事
業
報
告
で
は
、
豊
年

盆
踊
り
大
会
・
団
体
の
部
に
日
ハ
ム

を
応
援
す
る
法
被
姿
で
参
加
し
た
会

員
の
準
優
勝
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

日ハム妹背牛後援会 通常総会
日
ハ
ム
の
躍
進
に
向
け
て
、
会
員
が
一
丸
と

な
っ
て
応
援
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
通
常
総
会

　
妹
背
牛
中
学
校
は
２
月
14
日
、
１

年
生
21
人
を
対
象
に
金
融
リ
テ
ラ

シ
ー
教
育
の
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
起
業
家
の
模
擬
体
験
を

通
じ
て
、
日
常
生
活
の
問
題
点
を
ビ

ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
に
つ
な
げ
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

北
空
知
信
金
の
教
育
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
野
村
證
券
旭
川
支
店
の
佐
藤

美
樹
子
さ
ん
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
学
校
生
活
の
課
題
に

つ
い
て
話
し
合
い
、
解
決
す
る
た
め

の
商
品
と
し
て
冬
で
も
濡
れ
な
い
靴

な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

金融リテラシー教育で起業家に
生
徒
た
ち
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
に

つ
い
て
学
ん
だ
授
業

　
妹
背
牛
町
な
ど
近
隣
１
市
４
町
で

つ
く
る
「
北
空
知
衛
生
セ
ン
タ
ー
組

合
」
と
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
は
２
月
27
日
、
使
用
済
み
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
を
新
た
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

に
再
生
す
る
「
水
平
リ
サ
イ
ク
ル
」

の
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　
４
月
以
降
、
同
組
合
が
回
収
し
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
サ
ン
ト
リ
ー
の
系

列
工
場
に
運
ん
で
再
生
し
、
同
社
が

飲
料
用
に
再
利
用
し
ま
す
。
資
源
の

有
効
活
用
で
二
酸
化
炭
素
の
排
出
量

を
削
減
で
き
る
と
い
い
、
循
環
型
社

会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

使用済みペットボトルを資源に
使
用
済
み
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
利
用
す
る
た

め
の
協
定
を
締
結
し
た
関
係
者

　
妹
背
牛
町
水
稲
直
播
研
究
会
の
設

立
30
周
年
を
祝
う
会
が
３
月
７
日
、

北
い
ぶ
き
農
協
妹
背
牛
支
所
で
開
か

れ
、
会
員
ら
40
人
が
省
力
化
技
術
の

さ
ら
な
る
発
展
を
誓
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
歴
代
会
長
の
佐
藤
忠

美
氏
と
熊
谷
勝
氏
に
感
謝
状
を
贈

呈
。
長
谷
浩
幸
会
長
が
「
蓄
積
し
た

デ
ー
タ
を
生
か
し
て
、
若
い
人
も
ど

ん
ど
ん
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
」
と
期

待
を
込
め
ま
し
た
。

　
ま
た
、
祝
う
会
に
先
立
ち
、
拓
大

道
短
大
の
田
中
英
彦
学
長
が
直
播
を

テ
ー
マ
に
記
念
講
演
を
し
ま
し
た
。

水稲直播研究会が設立 30 周年

祝
う
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
長
谷
会
長
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妹背牛町奨学資金 ( 貸付 ) をご利用ください妹背牛町奨学資金 ( 貸付 ) をご利用ください
対象者
・高等学校以上の学校に入学ま
たは在学中の学生・ 生徒
・学資の支弁が困難な家庭環境
にあること
・健康で学業優秀であること

貸付額（全て無利子）
・大学生（大学院を含む）
  月額 30,000 円～ 50,000 円
・専門及び専修学校生徒
  高等課程月額 15,000 円
　　　　　　　  ～ 30,000 円
  専門課程月額 30,000 円
　　　　　　　  ～ 50,000 円
・高等学校生徒
　月額 15,000 円～ 30,000 円

提出期限
　令和６年４月 12日（金）までに教
育委員会学校教育グループへお申し込
みください。
※継続される方も毎年度申請が必要
です。
※申請書は町ＨＰでもダウンロードで
きます。

妹背牛町教育委員会学校教育グループ
TEL0164-32-2525

償還方法
卒業から 10 年以内 (3.5.7.10 年償還 )

貸付決定
町奨学資金運営委員会にはかり教育委
員会が決定

妹背牛町のお知らせ
information

17 16

妹背牛駐在所よりお知らせ
　店舗、事業所等対象の侵入窃盗が発生！

・全道各所で夜間、店舗、事業所等対象の侵入窃盗が頻発
しています。
・夜間、店舗等には多額の現金や貴重品を置かないように。

タイヤ交換時期の盗難に注意！

・この時期、タイヤの盗難が多発します。
・タイヤは外に置かず、保管場所には施錠を。

適切な時期の夏タイヤ交換を！

・冬タイヤのままではカーブ、ブレーキ時の
グリップ力が低下します。

令和５年深川地区消防組合火災概況 深川消防署妹背牛支署
　火災はちょっとした気のゆるみや不注意から発生する
ことが多く、『いつもは気を付けていたのに』や『ほん
の少し目を離しただけだったのに』等といった事例が多
いです。火災により大切な生命及び財産を失う前に住宅
用火災警報器の設置・点検を行いましょう。

〈住宅用火災警報器の点検方法〉　
　住宅用火災警報器のひもを引く、またはボタンを押し
ます。その際に『ピーピーピー火事です』等の音声が
流れれば正常です。音声が流れない場合は、「電池切れ」
か「本体の故障」のおそれがあるので速やかに電池や機
器本体の交換を行いましょう。　　　
　また、設置後１０年を経過した住宅用火災警報器は煙
を正しく感知できないおそれがあるので速やかに機器本
体の交換をしましょう。

　令和５年の深川地区消防組合管内の火災発生件数は９件
（妹背牛町１件）で、令和４年に比べて２件減少（妹背牛
町２件減少）となっています。
　火災発生件数の９件は、過去２０年間の組合管内平均火
災件数１８件を大幅に下回りました。出火率（人口１万人
に対する出火件数の割合）をみると深川地区消防組合平均
３．１８件で、令和４年の全国平均２．８８件と全道平均３．
１６件を上回っています。
　火災種別をみると、建物火災５件、林野火災１件、車両
火災２件、その他火災１件となっています。
　主な出火原因は、「配線器具」が２件「ストーブ」「電気
機器」が各１件となっています。令和４年の全国の火災原
因は「たばこ」「たき火」「こんろ」「放火」「電気機器」の
順となっています。

YOSAKOI ソーラン祭り
市民審査員募集

　演舞を観た『感動』が審査基準のため、

特別な技術や知識は必要ありません。

とき：6 月 8 日～ 9 日の中で 4 時間程度
ところ：札幌市中央区 大通公園周辺
活動内容：演舞の審査
定員：180 人程度（抽選）
申込：4 月 1 日～ 26 日（金）
※応募用紙は HP から入手可

【詳細、問い合わせ】
YOSAKOI ソーラン祭り実行委員会
TEL 011-231-4351
FAX 011-233-4351 
HP https://www.yosakoi-soran.jp/



戸
籍
の
窓

２
月
16
日
～
３
月
15
日 

届
け
出
分

お
悔
や
み　
　
　
　
　

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

ご
厚
志
あ
り
が
と
う　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
し
た

林　
伸 

浩    

さ
ん   

2
月
24
日　
61
歳

土
田 

ま
さ
子 

さ
ん　
３
月
1
日　
98
歳

北
嶋 

ま
つ
子 

さ
ん   

３
月
7
日　
87
歳

村
上　
友
子　
様
（
１
区
）

　
母　
若
林　
美
智
恵 

氏　
死
去
に
際
し
て

村
上　
友
子　
様
（
１
区
）

　
夫　
村
上　
利
明  

氏　

  

死
去
に
際
し
て

林　
小
百
合　
様
（
１
区
）

　
夫　
林　
伸
治   

氏　
　

 

死
去
に
際
し
て

北
嶋　
昭
男　
様
（
１
区
）

　
妻   

北
嶋　
ま
つ
子 

氏   

死
去
に
際
し
て

　

妹
背
牛
町
社
会
福
祉
協
議
会

■国民年金保険料の納付について
　令和５年４月から令和６年３月分までの国民年金保険
料は、月額 16,520 円です。
　保険料は、日本年金機構から送付される納付書により、
金融機関・郵便局・コンビニエンスストアで納めること
ができます。また、クレジットカードや電子納付（Pay-
easy）を利用しての納付、そして便利でお得な口座振替
もあります。
　毎月の保険料の納付期限は、「翌月の末日」です。保
険料の納め忘れがあると、万が一障害や死亡といった不
慮の事態の発生により、障害基礎年金や遺族基礎年金が
受けられない場合がありますので、必ず納付期限までに
納めてください。
　また、経済的な理由等で保険料を納付することが困難
な場合は、保険料の納付が免除・猶予となる「保険料免
除制度」や「納付猶予制度（50 歳未満）」がありますの
で、住民課住民グループで手続きをしてください。

■国民年金保険料の前納について
　口座振替・クレジットカード又は、現金納付で
早割や前納で納めると保険料が割引されます。振
替方法は、次の４種類から選んでお申込みいただ
くことができます。
①  2 年前納（4 月～翌々年 3 月分）
②  1 年前納（4 月～翌年 3 月分）　
③  6 カ月前納（4 月～ 9 月分、10 月～翌年 3 月分）
④ 当月末振替 ( 早割 ) ※本来の納付期限よりも 1
カ月早く口座より振替する 方法です。申出書を提
出した翌月から対象。
　手続きは、住民課住民グループ又は金融機関等
に申出書を提出して下さい。
　申込期限は、①②③ (4 ～ 9 月分 ) の口座振替は
２月末日、現金納付は４月末日、③ (10 月～翌年
3 月分 ) の口座振替は 8 月末日、現金納付は１０月
末日です。

国民年金よりお知らせ 【お問合せ先】役場住民課住民グループ  TEL 0164-32-2031（直通）

北海道企業局鷹泊発電管理事務所
TEL0164 - 28 - 2261

妹背牛町のお知らせ
information

旧
きゅうゆうせいほごほう

優生保護法の一時金支給について

　旧優生保護法のもとで子どもができなくなる手術を受け
た方は、一時金３２０万円の支給を受けることができます。

相談支援センター（北海道保健福祉部子ども政策企画課内）
TEL0120-031-711（通話料無料）

春は乾燥するので山火事などに注意
　春は空気が乾燥して山火事の発生が多い季節です。
気象台では「乾燥注意報」を発表しています。山菜採
りなどで山林に入る時に、注意報が発表されていると
きは、火の取り扱いに特に注意してください。

お
誕
生
お
め
で
と
う　

　
　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

長
谷　
春
幸 

く
ん 

２
月
5
日  

修
幸
さ
ん

警報・注意報
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　雨竜川上流の鷹泊ダムでは、これから雪解け水などでダムに流れてくる水
が多くなった場合は、放流することがあります。川の水が増え大変危険です
のでダムから放流するときは、音声放送とサイレンでお知らせしますので、
河原や川の中に入らないでください。

あぶない！ダムからの水に注意しましょうあぶない！ダムからの水に注意しましょう
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まちのデータ

世　帯　1,363 (＋ 1)

男　性　1,243 (± 0)

女　性　1,383 (± 0)

合　計　2,626 (± 0)

 2月末現在

　（ 　）内は前月比

[増　加]

転　入 ：   6人

出　生 ：   1人

[減　少]

転　出 ：   2人

死　亡 ：   5人

人口増減内訳
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集 

後 
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月　　日 当　番　医　院 月　　日 当　番　医　院

４/7（日） 　深川市立病院　☎２２－１１０１
　　　　　　　　　　　　６条６番１号 ４/14（日）

　深川市立病院　☎２２－１１０１
　　　　　　　　　　　　６条６番１号

（担当医院：みきた整形外科クリニック）

４/21（日）
　深川市立病院　☎２２－１１０１
　　　　　　　　　　　　６条６番１号　　　　　
　　　　　　　　　　（担当医院：北竜町立診療所）

４/28（日） 　深川市立病院　☎２２－１１０１
　　　　　　　　　　　　６条６番１号

４/29（月）    北海道中央病院　☎２２－２１３５
　　　　　　　　　　　　        西町１番７号 ４/30（日） 　深川市立病院　☎２２－１１０１

　　　　　　　　　　　　６条６番１号

日 月 火 水 木 金 土
4/15 16 17 18 19 20

ふまねっと運動講座
わかち愛 13：30 ～

サーキットトレーニング
保セ 13:30 ～

ほっと茶屋
わかち愛 10:00 ～

診療所休診日

21 22 23 24 25 26 27
診療所休診日 ふまねっと運動講座

わかち愛 13：30 ～
幼児相談
保セ 10:00 ～
診療所午後訪問診療
( 外来は休診）

乳幼児健診
保セ 10:30 ～

ほっと茶屋
わかち愛 10:00 ～
サーキットトレーニング
保セ 13:30 ～

診療所午後休診

28 29 30 5/1 2 3 4
診療所休診日 診療所休診日 ふまねっと運動講座

わかち愛 13：30 ～
サーキットトレーニング
保セ 13:30 ～

診療所休診日 診療所休診日

5 6 7 8 9 10 11
診療所休診日 診療所休診日 ふまねっと運動講座

わかち愛 13：30 ～
診療所午後訪問診療
( 外来は休診）

サーキットトレーニング
保セ 13:30 ～

ほっと茶屋
わかち愛 10:00 ～

診療所午後休診

12 13 14
診療所休診日

保セ→保健センター　　わかち愛→わかち愛もせうしひろば

広報カレンダー広報カレンダー ４
15

５
14

▷
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集 

後 

記

妹背牛町ホームページアドレス http://www.town.moseushi.hokkaido.jp/

ユニバーサルデザイン（UD）の考え方に基づき、よ
り多くの人へ適切に情報を伝えられるよう配慮した見
やすいユニバーサルデザインフォント（字体）を採用
しています。

深川医師会休日当番表

　
４
月
は
、
新
入
生
や
新
社
会
人
に
と
っ
て
新
し
い

生
活
が
始
ま
る
時
期
で
す
。
新
品
の
カ
バ
ン
や
引
っ

越
し
先
の
家
具
な
ど
、
出
費
が
多
く
な
り
が
ち
な
季

節
で
も
あ
り
ま
す
。

　
町
役
場
で
は
、
１
年
間
の
税
金
や
交
付
金
の
使
い

道
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
、
新
年
度
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
ま
す
。

　
今
月
号
の
２
～
７
Ｐ
は
、
町
長
と
教
育
長
が
３
月

の
議
会
で
、
新
年
度
は
町
の
た
め
に
こ
ん
な
こ
と
を

し
ま
す
よ
と
、
そ
の
方
向
性
を
示
し
た
町
政
・
教
育

行
政
執
行
方
針
の
ペ
ー
ジ
。

　
８
～
11
Ｐ
は
、
入
っ
て
く
る
お
金
を
も
と
に
教
育・

福
祉
・
消
防
・
土
木
な
ど
幅
広
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

活
用
す
る
一
般
会
計
の
予
算
と
、
主
要
な
事
業
を
具

体
的
に
掲
載
し
ま
し
た
。

　
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
皆
様

が
関
心
を
持
つ
一
助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
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